
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教育学 統計学

英語A-1（購読基礎） 英語A-2（購読応用）

英語B-1（聴解・発話基礎） 英語B-2（聴解・発話応用）

大学教養入門

救急医学

公衆衛生学 社会福祉学 生体情報処理概論 リスクマネジメント論

保健医療福祉制度論 福祉支援工学概論 医療情報学概論 ケアマネジメント論

医療管理学 リハビリテーション概論 関連職種連携論 関連職種連携ワーク 関連職種連携実習

ケースワーク論 臨床心理学概論

解剖学Ⅰ（運動器系、循環器系） 解剖学Ⅱ（内臓器系、神経系、感覚器系）

解剖学実習 病理学

生理学Ⅰ（植物性機能） 生理学Ⅱ（動物性機能） 内科学 小児科学

生理学実習 神経学Ⅰ（基礎） 神経学Ⅱ（臨床）

運動学Ⅰ（基礎） 運動学Ⅱ（応用） 整形外科学Ⅰ（基礎） 整形外科学Ⅱ（臨床）
リハビリテーション医学

運動学実習 精神医学Ⅰ（基礎） 精神医学Ⅱ（臨床）

老年学 疫学・保健医療統計学

臨床薬理学概論 外科学

神経心理学概論 脳神経外科学

栄養学

運動生理学

人間発達学 対人援助論 レクリエーション概論

作業療法概論 専門英語

作業学概論 作業分析学Ⅰ（基礎） 作業分析学Ⅱ（応用） 研究法概論 研究法演習 卒業研究

作業工程技術学・基礎論 作業工程技術学・応用論 作業応用論 作業療法倫理・管理

作業療法評価学概論 認知機能評価法

作業療法評価学各論 作業療法評価学演習

基礎運動機能評価法

日常生活活動評価法

上肢機能評価法

作業療法適用学概論 作業療法総括論

中枢神経疾患作業療法学Ⅰ（総論） 中枢神経疾患作業療法学Ⅱ（各論） 作業療法諸理論

精神疾患作業療法学Ⅰ（総論） 精神疾患作業療法学Ⅱ（各論） 作業療法適用学特論

小児作業療法学Ⅰ（総論） 小児作業療法学Ⅱ（各論）

老年作業療法学

認知障害作業療法学

運動器疾患作業療法学

内科系疾患作業療法学

障害代償学概論 自助具・福祉機器適用論

住環境整備論

装具・副子適用論

義肢適用論

バリアフリー論

コミュニケーション技術論 生活技術学Ⅰ（総論） 生活技術学Ⅱ（各論） 職業関連技術学

地域生活作業療法論

作業療法応用学概論

就学・就労支援論

地域ケアシステム論

作業療法の諸外国事情

基礎実習 検査実習 評価実習 総合実習Ⅰ（基礎的介入）

臨床実習特論 総合実習Ⅱ（応用的介入）

臨床実習ゼミⅠ（作業療法計画立案） 臨床実習ゼミⅡ（作業療法実践）

： 必修科目

： 選択科目

小田原保健医療学部作業療法学科　履修系統図（2021年度入学生から）　

分野・領域
1年次 2年次 3年次 4年次

地域リハビリテーション実習

人間系（教育方法論、文学論、演劇論、心理学、哲学、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論、人間学、歴史学、倫理学、文化人類学、死生学-死を通して生を考える、雑談と傾聴～話す力と訊く力～、宗教学、日本近現代史）
社会系（法学、法と道徳・倫理、社会学、ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ論、経済学基礎I（経済原論）、経済学基礎II（日本経済論）、国際医療福祉論、組織運営管理論、海外保健福祉事情、社会保障制度論、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論、医療関連法規）
自然・情報系（物理学、化学、生物学、情報処理I（総論）、情報処理II（各論）、生命倫理、医学／医療史、人間工学）
総合系（医療福祉教養講義、総合講義、メディカルマナー入門）
外国語系（英語A-3（購読中級1）、英語A-4（購読中級2）、英語C-1（英会話初級）、英語C-2（英会話中級）、ﾄﾞｲﾂ語初級1（基礎）、ﾄﾞｲﾂ語初級2（応用）、中国語初級1（基礎）、中国語初級2（応用）、資格英語１（Primary）、資格英
語２（Basic）、基礎英文法１（Primary）、基礎英文法２（Basic））
保健体育系（健康科学理論、健康科学実践）
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カリキュラムポリシー

CP1:作業療法分野の基礎知識を体系的に理解するとともに、多様な背景を持つ人々の生活や価値観を大切にし、社会生活を支える作業療法士を育成するための科目を設定する。

CP2:獲得した知識・技能・態度等を総合的に利用し、保健・医療・福祉の発展に寄与するため、人々の個別性に着目しながら科学的・創造的探究ができる作業療法士を育成するための科目を

設定する。

CP3:多様な人々と協働していくために必要なコミュニケーションスキル、数量的スキル、情報リテラシー、論理的思考力、問題解決力を社会の中で汎用的に活用できる作業療法士を育成する

ための科目を設定する。

CP4:常に向上心を持って自己研鑽できる専門職業人としての高い倫理観を有し、人間の生命、人間としての尊厳および権利を尊重できる作業療法士を育成するための科目を設定する。

ディプロマポリシー
DP1：作業療法士を目指す者として、建学の精神である「共に生きる社会」の実現を目指し、幅広い教養、豊かな感性、人間理解、国際的感覚を養い、社会的責務と倫理観を身につけている。

DP2：作業療法士を目指す者として、基礎的学力を養い、関連職種の機能を理解し連携を図ることの出来るコミュニケーション力を身につけている。

DP3：作業療法士を目指す者として、作業療法実践に必要な他者への共感的態度および自己の治療的応用（Therapeutic Use of Self）を身につけている。

DP4：作業療法士を目指す者として、人々の生活機能を客観的・科学的に分析でき、作業療法を実践するために必要な専門的知識・技術を身につけている。

DP5：作業療法士を目指す者として、様々な状況において高度な専門的知識や技術を統合し創造的に課題解決に取り組む力を身につけている。

DP6：作業療法士を目指す者として、国内外問わず自らの活躍の場を模索し、生涯学習を行うことの重要性を認識し、科学的・創造的な探究心を持って作業療法分野の発展に向けて新しい知識を

追求（研究活動）する方法を身につけている。

基礎医学群

一般臨床医学群


	P11

